
観光振興基本計画は甲府市の観光をより魅
力的なものにしていくために、目指す観光地
の姿や、進めるべき取組の方向性などをまと
めたものです。
観光に関わる目標や施策を明らかにし、市

⺠の皆様、観光に関係する事業者、行政が連
携しながら、地域全体で観光を育てていくた
めの指針となるものです。

甲府市の観光をより良くしていくため、地
域の魅力を更に高めること、周遊しやすい環
境を整えること、必要な情報を分かりやすく
届けることなどに取り組みます。
こうした取組を通じて、訪れる人には「ま

た来たい」、住んでいる人には「甲府市が
もっと好きになる、自慢したくなる」と感じ
られるような観光地を目指します。

観光振興基本計画ってなに？

数値目標
甲府の魅力を活かしながら、地域経済の活性化と、市⺠の誇りや満⾜度の向上につながる観

光を進めていきます。
そして、目指すべき観光地像の実現に向けて、取組の成果や進み具合を分かりやすく確認で

きるように、数値目標を設定します。

※新たな調査で必要なデータをそろえ、令和8年度から始まる国の新たな計
画とも足並みをそろえるため、数値目標は令和9年度に設定します。

KGI(重要目標達成指標）

KPI(重要業績評価指標）

観光消費額

①観光入込客数(延べ数・実数）

②日本人宿泊者数

③外国人宿泊者数

④観光客一人当たりの消費額

重要指標 市民満足度

観光は、単に人を呼び込み、経済効果を生み出すだけのものではありません。
地域が賑わうことで、市⺠の皆様がまちの魅力をあらためて感じ、誇りや愛着
を深めることにもつながります。
その想いが、観光客をあたたかく迎える気持ちや行動につながり、来訪者の

満足度を高め、再び訪れたいと思う人や口コミの広がりを生み出します。
こうした好循環の⼟台となる市⺠の誇りや愛着を⼤切にするため、本計画で

は市⺠満足度を重要な指標として位置付けています。

市民
満足度
とは

観光は、行政だけで進めるものではなく、観光協会や地域DMO、観光関連事業者、各種団
体、そして市⺠の皆様とともに育てていくものです。
皆様のアイディアやお気付きの点などがありましたら、ぜひご意見をお寄せください。
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第４次甲府市観光振興基本計画の詳しい
情報は甲府市ホームページに掲載してい
ます。

具体的に何をするの？01 02
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魅力がいっぱい！甲府市の観光資源
甲府市は、四方を山々に囲まれた甲府盆地の中

心に位置し、北には御嶽昇仙峡を有する秩父山地、
東・南には御坂山地から富士山方面へと連なる山
なみ、⻄には南アルプスの前衛の山々が広がるな
ど、「山の都」として特色ある自然環境に恵まれ
ています。
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また、身近に楽しめる山や豊かな自
然、「信玄の湯 湯村温泉」をはじめ
とする良質な温泉、甲府ジュエリーや
甲州印伝などの伝統工芸、ほうとうに
代表される地域に根付いた食文化、ぶ
どうやスイートコーンなどの豊かな農
産物など、甲府市には多彩で魅力的な
観光資源がたくさんあります。



※ ★最重点事業 ●重点事業 そのほかに観光を推進する上で継続的に取り組む通常事業があります。

事業については役割や優先度に応じて、「最重点事業」、「重点事業」、「通常
事業」の3つに区分し、限られた資源を効果的に活用しながら計画的に推進してい
きます。

最も重要度が高い取組

計画期間を通じて特に力を入れて
推進する必要がある事業

観光を推進する上で継続的に
取り組むべき事業

観光による一時的なにぎわいだけではなく、市⺠一⼈ひとりが「ふるさと甲府」
の魅力に誇りと愛着を持てるまちを目指します。
その想いがまちの魅力として広がり、住む⼈も訪れる⼈も幸せを感じられるまち

を、未来につないでいきます。
そして、盆地を囲む山々の恵みの中で、⼈の魅力が宝石のように磨かれ、輝き続

ける「山の都こうふ」を育てていきます。
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エリアごとの強みを引き出す
観光地づくり

★ 「信玄の湯 湯村温泉」再開発事業への支援

★ 「日本遺産 御嶽昇仙峡」の取組による地域活性化

● こうふ亀屋座・小江戸甲府花小路を活用した

賑わいの創出

● 甲府城の活用及び周辺地域の活性化

● まち歩きの推進

● リニア山梨県駅（仮称）周辺のまちづくりの検討

甲府の資源を最大限に活かした地域活性化と情報発信の強化

こうふ愛の醸成と市民参画による持続的な観光振興の推進

観光を前進させる体制づくり

誰もが快適に過ごせる観光地づくりと交通環境の充実

★ ジュエリーを活用した誘客と地域経済活性化

★ 魅力発信による「こうふFAN」の拡大

● 県央ネットやまなしによる山のぼり・まち歩きの促進

● 史跡武田氏館跡の復元公開・活用

● こうふの魅力再発見事業

● こうふの魅力と共に生きる取組

★ 新たな交通手段の研究

● 県央ネットやまなしの取組

● 行政と観光関連団体の役割分担の整理と明確化

それぞれのエリアが持つ魅力や特色を活かしながら、
施設整備や観光コンテンツの充実を進めます。
こうした取組により、甲府で過ごす時間をより豊か

なものにし、滞在時間の延伸や観光消費額の増加につ
なげていきます。

ふるさとへの誇りが人々を惹きつけ、
住む人も訪れる人も幸せになるまち
～宝石のように人々が輝き続ける山の都こうふ

甲府ならではの魅力をさらに磨き、体験を楽しめる
観光コンテンツを充実させるとともに、効果的な情報
発信を進めます。
こうした取組により、甲府を訪れる⼈を増やし、地

域での消費の拡大につなげていきます。

甲府の自然や歴史・文化に子どもの頃から親しむ機会を充実させ、
ふるさとへの理解と愛着を育みます。
あわせて、市⺠が観光に主体的に関わり、参加できる仕組みづく

りを進めることで、地域全体で観光を支える意識を高めていきます。

甲府を訪れる⼈が不便や不安を感じることなく、快適に過ごせる
観光地づくりを進めます。
あわせて、国内外の誰もが安心して甲府で観光を楽しめるように、

案内機能や交通環境の充実を図り、市内をめぐりやすい環境を整え
ていきます。

観光に関わるさまざまな主体が連携し、それぞれの強み
を活かしながら取り組める体制づくりを進めます。
関係者が一体となって観光を前に進めることで、地域の

活力を高め、まち全体の持続的な成⻑につなげていきます。

目指すべき観光地像と基本方針ごとの最重点事業・重点事業04
 目指すべき観光地像


